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例年よりも短い夏休みが終わり、今日から２学期

が始まりました。休み中、大きな事故やトラブル、

新型コロナウイルスへの感染や熱中症などの報告は

ありませんでした。それぞれのご家庭で感染症の予

防に努めながら忍耐の夏休みであったことでしょう。

元気に登校する児童に会えて、職員一同ほっとして

います。東京では、新型コロナウイルスの感染拡大

がなかなか収まらず、２学期も「新しい生活様式」

を守りながらの教育活動になります。保護者の皆様

には、急な行事の変更や急なお願いなどに対応して

いただくことになると思いますが、２学期もご理解

とご協力をお願いいたします。

さて、今年の夏は、自宅で情報収集や読書などを

して過ごしました。新聞やPC、テレビや書籍などか

ら、多くの情報を得ることで、終戦から75年を経た

沖縄について考えることが多くありました。私は沖

縄の出身ではありませんが、今までに20回ほど沖縄

を尋ねました。もともと新潟出身なのになぜ沖縄か

というと、弟が琉球大学に進学したのがきっかけで

す。進学したその年の夏に、初めて沖縄を訪れまし

た。今から30数年前のことですから、今とは随分本

島の様子が違っていました。モノレールや高速道路

などはなく、移動が不便な感じでしたが、「雄大な

大自然がそのまま」というイメージでした。万座毛

（まんざもう）の草むらを歩くと体長10㎝以上のバ

ッタが何十匹も飛び、国営沖縄記念公園（当時は海

洋博記念公園）にはハチドリが飛び回っていました。

木登りトカゲが海岸の木には必ずいましたし、夜の

海岸はソフトボールよりも大きいヤドカリが大群で

歩いていました。今は観光化が進み、見ることがで

きないのが、とても残念です。昨年、那覇市の首里

城正殿をはじめとするほとんどの建物が全焼し、再

建が２年後から進められようとしています。今年、

首里城地下に残っている戦時中の司令部壕跡を取材

した番組が放映されていました。豊見城市にある海

軍壕は尋ねたことはありますが、息苦しくなるくら

い狭くてじめじめした場所でした。本島南部の戦績

はいつ尋ねても暑く、多くの犠牲者の怨念がうずま

いているからかと思うほどです。

初めて沖縄に行った年の夏、弟の借家の大家さん

に招かれて食事をする機会があり、その時に話され

ていた言葉が今でも忘れられません。それは、「沖

縄に来たら必ず、ひめゆりの塔にはお参りしてくれ。

沖縄は本土のために戦い、敗れてアメリカの統治下

になった。その悲惨さをしっかり見ていってくれ。

そして、本土の多くの人たちに伝えてくれ。」です。

沖縄の澄んだおだやかなエメラルドブルーの海を見

ると、ここで大きな地上戦が行われたということが

信じられないのですが、沖縄戦では、約19万人の人

が犠牲になりました。軍人と沖縄県民がほぼ同数で

す。ずっと行動を共にし、戦ったからです。

今年は、各都道府県から訪れた人からと米軍基地

から、新型コロナの感染爆発が起きています。観光

に頼っている県なので、他の都道府県からの観光客

を受け入れないと難しいのですが、本土から行った

観光客の態度がよろしくないのが大変気になりまし

た。マスクをしない、大声で大人数で騒ぐなど、自

粛しているこの時期、本土ではありえない態度で、

とても恥ずかしい気持ちになりました。弟の借家の

大家さんはもうお亡くなりになっていますが、ご存

命なら、「新型コロナについても、本土とアメリカ

の犠牲になっている。またか。」とおっしゃるよう

な気がしています。今は日本全国各地が自分たちの

ことばかりを考えずに行動しなければならない時で

す。これから始まる２学期も自分の事はもちろんで

すが他の人のことも考えて行動することが重要であ

ると考えます。

8月・9月の生活目標「係や当番の仕事をしっかりしよう。」

学校は社会人を育てるところです。社会人とは、みんなと協力して、みんなのために役立つ仕事を行うことができ

る人のことです。学校にも、いろんな人がいます。学校では、学習や生活の中で、様々な個性の友達と関わり、自分と

違う人を認め合いながら活動を行います。そして、そのことによって、少しずつ他者を認められる広い心が育ってほし

いと考えています。社会に出てから、自分と合わないなと思う人と関わっていくのは大変なことです。ですから、大人

よりもはるかに心が柔らかい子供の間に、認め合い、心を広げていくことが重要なのです。子供たちには、係や当番の

仕事にしっかり取り組ませていく中で、このような心も育てていきたいと考えています。


